



















































































































































































































































































































































































































　Yc ＝ a ＋ b1X1 ＋ b2X2
という形で表わされる関数である。一方、非
線形の需要モデルは、









第Ⅰ期 8.5610 0.41278 -0.29238
第Ⅱ期 -10.5134 0.32623 1.20560
第Ⅲ期 -3.1721 1.40172 -0.54647




第Ⅰ期 189,686.5 0.257481 -284.518
第Ⅱ期 -6,189.74 0.75914 4574.616
第Ⅲ期 -60,126.4 1.082423 -1,652.17
第Ⅳ期 16,030.73 0.020625 3189.964
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して敏感でなければならない。自動車という
財は嗜好性も高いが、同時に高額な商品であ
り、また、安くない燃料を燃やして走る機械
である。最近の若者が自動車を欲しなくなっ
てきているのは、ただ単に車が高い商品だか
らではないかもしれない。ガソリンが高く
なったからでもないかもしれない。
　そのような消費者の嗜好の変化に対応する
ためには、市場にあらわれるデータに常に接
し、分析する必要があると思われる。これま
での市場分析の結果では、市場の構造はまだ
まだファンダメンタルな動きにしたがってい
るように思える。
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